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映
画
時
評 

新
聞
連
載
「
シ
ネ
マ
近
見
」
自
注
（
２
） 

 

藤
田 

明 

映
画
評
論
家 

 

前
号
に
続
き
、
伊
勢
新
聞
連
載
の
拙
稿
に
関
す
る
自
注
を
施
し
て
お
き
た

い
。
２
０
１
７
年
夏
以
降
で
あ
る
。 

戦
争
と
小
津
安
二
郎
（
８
月
２
０
日
付
） 

 

８
月
な
の
で
戦
争
関
連
を
無
視
で
き
な
い
世
代
。
青
山
・
久
居
の
訓
練
時

代
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
代
ま
で
を
扱
う
。
戦
後
、
殊
に
日
中
戦
争
を
語
ら

な
い
小
津
、
し
か
し
小
津
調
作
品
の
中
に
も
戦
争
や
死
の
影
は･

･
･

と
い
う

結
論
。
小
津
批
判
の
四
方
田
犬
彦
を
念
頭
に
置
い
た
の
だ
っ
た
か
。 

巨
匠
ワ
イ
ダ
の
『
残
像
』（
９
月
３
日
付
） 

 

こ
こ
何
年
か
の
ワ
イ
ダ
作
品
に
は
不
満
が
残
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
遺
作
は

違
う
。
抽
象
系
で
実
在
し
た
画
家
の
、
体
制
と
ぶ
つ
か
る
生
き
ざ
ま
を
振
り

返
っ
て
い
く
。『
カ
テ
ィ
ン
の
森
』
の
父
と
の
関
係
な
ど
と
は
異
な
っ
て
一
定

の
距
離
が
存
在
。
そ
こ
が
成
功
の
鍵
か
。
そ
れ
に
し
て
も
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

に
ま
み
れ
た
教
条
流
と
表
現
の
自
由
。
ワ
イ
ダ
は
人
類
史
に
し
か
と
刻
み
込

ん
だ
と
言
え
よ
う
。 

イ
タ
リ
ア
映
画
『
甘
き
人
生
』（
９
月
１
７
日
付
） 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
回
想
記
。
ト
リ
ノ
、
ロ
ー
マ
、
サ
ラ
エ
ボ
、
ト
リ
ノ

と
舞
台
が
移
る
中
で
、
例
え
ば
ロ
ー
マ
に
お
け
る
仏
教
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
そ

ん
な
細
部
も
見
逃
せ
な
い
。
魔
女
ベ
ル
フ
ァ
ゴ
ー
ル
や
母
の
自
死
理
由
、
ベ

ロ
ッ
キ
オ
の
関
心
が
時
代
の
表
層
を
撫
で
る
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
辺
り
、
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
い
る
も
の
の
忘
れ
が
た
い
。 

四
日
市
の
「
シ
ネ
マ
游
人
」（
１
０
月
１
日
付
） 

 

４
号
を
主
に
取
り
上
げ
た
が
、
前
提
と
し
て
大
阪
の
「
映
画
新
聞
」、
熊
本

の
「
映
画
手
帳
」、
埼
玉
の
「
映
画
と
私
」
に
触
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

地
方
の
刊
行
例
が
私
の
映
画
人
生
の
血
肉
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
思
う
。 

清
水 

信
の
映
画
評
（
１
０
月
１
５
日
） 

 

三
重
県
立
図
書
館
・
文
学
コ
ー
ナ
ー
の
「
清
水
信
の
軌
跡
」
展
に
協
力
す

る
中
で
展
示
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
氏
の
個
人
誌
的
な
４
ペ
ー
ジ
の

新
聞
「
人
間
映
画
」
２
例
に
出
会
う
。
３
０
号
に
は
氏
の
１
９
５
７
年
邦
画

ベ
ス
ト
テ
ン
も
。
１
位
が
『
幕
末
太
陽
伝
』。
話
題
を
呼
ん
だ
今
井
正
、
黒
澤

明
な
ど
は
テ
ン
に
入
れ
ず
と
い
う
辺
り
が
い
い
。『
地
上
』『
く
ち
づ
け
』
に

否
定
的
な
の
は
私
と
食
い
違
っ
て
い
る
が
。
２
０
号
の
断
片
に
総
目
次
風
記

事
が
あ
り
、
当
時
は
年
に
百
本
見
て
い
た
可
能
性
も
つ
か
め
る
。
数
年
後
の

近
代
文
学
賞
な
か
り
せ
ば
、
氏
の
映
画
人
生
は
、
学
生
の
こ
ろ
、
亀
井
文
夫
、

木
村
荘
十
二
に
師
事
し
て
以
来
の
一
貫
性
も
あ
り
え
た
ろ
う
に
、
な
ど
と
妄

想
に
誘
わ
れ
た
。 
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金
子
安
雄
・
上
映
会
を
前
に
（
１
１
月
５
日
付
） 

 

三
重
県
出
身
の
映
画
監
督
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
だ
が
、
プ
ロ
で
な
い

出
身
者
に
光
を
、
と
い
う
提
起
。
清
水
信
の
同
人
誌
尊
重
の
立
場
に
近
い
。

８
１
年
津
で
の
上
映
会
、
そ
こ
に
登
場
し
た
８
ミ
リ
、
９
ミ
リ
半
、
１
６
ミ

リ
の
諸
作
を
と
に
か
く
記
憶
し
て
お
き
た
か
っ
た
わ
け
だ
。 

２
つ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
（
１
１
月
１
９
日
付
） 

 

伊
勢
真
一
『
や
さ
し
く
な
ぁ
に･･･
』
と
佐
古
忠
彦
『
米
軍
が
最
も
恐
れ
た

男･･･

』
前
者
は
名
古
屋
の
試
写
へ
。
奈
緒
ち
ゃ
ん
も
今
や
４
０
代
、
長
い
歩

み
の
中
間
総
括
、
私
の
１
７
年
度
一
位
と
見
た
。
後
者
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
諸
資
料

が
中
心
。
カ
メ
ジ
ロ
ー
一
代
記
で
、
出
来
は
い
い
。
ニ
ュ
ー
ス
映
像
中
心
と

は
い
え
、
例
え
ば
瀬
長
亀
次
郎
と
い
う
男
の
弱
い
一
面
も
欲
し
か
っ
た
し
、

主
席
や
知
事
だ
っ
た
屋
良
・
太
田
な
ど
と
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
（
保
守
系
、

稲
嶺
知
事
な
ど
の
カ
メ
ジ
ロ
ー
賛
は
あ
る
の
に
）
な
ど
も
不
十
分
。
記
録
物

で
は
も
う
一
つ
、
桑
名
出
身
の
在
日
女
性
監
督
に
よ
る
『
沈
黙･･･
』
を
見
逃

し
た
の
は
気
に
か
か
っ
て
い
る
。 

金
子
安
雄
作
品
を
見
る
（
１
２
月
３
日
付
） 

 

１
１
月
２
３
日
の
津
に
お
け
る
上
映
会
報
告
。
津
市
が
広
報
に
載
せ
て
く

れ
な
か
っ
た
の
に
満
席
だ
っ
た
。
や
っ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
で
き
た 

１
０
作
品
の
評
、
そ
し
て
８
１
年
上
映
会
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
像
を
提
供
さ

れ
た
伊
勢
の
長
尾
正
男
さ
ん
へ
の
謝
辞
を
い
う
こ
と
。 

２
０
１
７
年
、
県
内
の
動
き
（
１
２
月
１
７
日
付
） 

 

自
分
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
催
し
を
主
に
取
り
上
げ
た
が
、
桑
名
ロ
ケ
の

『
お
嬢
さ
ん
』
批
判
や
１
０
月
の
敏
八
上
映
会
な
ど
も
含
む
。
登
重
樹
氏
の

小
津
本
、
吉
村
氏
の
赤
狩
り
本
で
し
め
く
く
っ
た
。
後
者
の
力
業
に
つ
い
て

は
「
津
市
民
文
化
」
１
２
号
で
と
り
あ
げ
た
。 

ス
ペ
イ
ン
の
新
作
、
フ
ラ
ン
ス
の
旧
作
（
２
０
１
８
年
１
月
７
日
） 

サ
ウ
ラ
の
『
Ｊ
・
ビ
ヨ
ン
ド
・
フ
ラ
メ
ン
コ
』
と
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
あ
る

道
化
師
の
２
４
時
間
』『
海
の
沈
黙
』。
前
者
の
原
題
は
『
ホ
タ
』、
そ
れ
で
は

売
れ
な
い
と
見
て
の
邦
題
は
ひ
っ
か
か
る
。
ご
ひ
い
き
監
督
の
作
と
し
て
は

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
廃
し
た
進
め
方
で
、
次
か
ら
次
へ
と
歌
や
踊
り
の
連
続
。

や
や
評
価
し
づ
ら
い
面
も
。
晩
年
の
一
徹
さ
と
解
す
る
か
。
後
者
の
『
海

の･･･

』
は
再
見
、
ち
く
ま
版
高
校
国
語
教
科
書
で
私
な
ど
出
会
っ
た
原
作
の

こ
と
も
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。 

「
清
読 

小
津
安
二
郎
」
を
読
む
。
（
１
月
２
１
日
付
） 

 

北
海
道
の
中
澤
千
麿
夫
氏
２
冊
目
の
小
津
論
。
全
国
小
津
ネ
ッ
ト
の
レ
タ

ー
に
書
評
を
寄
せ
た
が
、
悪
文
の
感
を
自
ら
抱
い
て
、
簡
潔
に
も
う
一
つ
し

る
し
た
く
な
っ
た
。
戦
争
重
視
の
点
で
共
感
、
殊
に
近
作
の
「
宗
方
姉
妹
」

論
は
出
色
。
氏
な
ら
で
は
、
だ
っ
た
。
数
あ
る
小
津
本
の
中
で
推
せ
る
の
は

前
田
英
樹
本
と
こ
れ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
紙
面
に
出
た
こ
ろ
、
流
感
に

取
り
つ
か
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
そ
の
前
に
届
い
た
林 

久
登
氏
「
ポ
ー
ラ

ン
ド
」
は
う
れ
し
い
。
私
な
ど
に
は
書
け
な
い
逸
品
で
あ
っ
た
）。 

  
 

 


